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0は じめ に
授業 を作 りあげるのは、学習者 と教師であ り、教 室において教 師はさまざまな
経験 を し、情報 や知識 を得 る。教師の働 きか けに対 す る学習者 の反応 や学習へ の
態度、習 得 してい くプロセスを教師が実際 に目の当た りにする場所 も、 ほ とんど
の場合 は教室に限 られる。授業観察 は、最 も単純な言い方 をすれば、 そのよ うな
場 であ る教室に授業 とは関わ りのない第三者の立場の者 が入 り込み、授 業を見 る
活動 であ る。 日本語教員養成過程 において通常実施 されてい る日本語教 育実習 に
は必 ず といってよいほど組 み込 まれて いるが、その位置づ けは教師教育(教 員養
成 および現職教育)の パ ラダイム ・シフ トとともに変化 してい る。教師 トレーニ
ングの時代 には授 業観察 は、観察者が観察対象 とす る熟練教師の授業か ら具体 的
技術 を学 びとる場、っま り文字通 り技術伝達 の場 と して位置づ けられていた とい
える。一 方、教師教育 の主流 が 「教 師の成長」パ ラダイムとな った現在で は、授
業観察 は 「実習生各人各様 なりの授業 の理解 を目指」す ことを基 本的な目的 と し、
「教師の成長の素材 となる もの(岡 崎 ・岡崎1997)」 を得 る場 とす ることが主張 さ
れ るよ うになった。
位置づ けはこの ように大 きく変化 したのだが、 それ により実習生 にもたらされ
る効果 を確実な もの とす るには、授業観察 とい う学習活動 を行わせ るにあたり、
どの よ うな点 に留意すればよいのだろ うか。 ここでは、授業観察 に関す るこれ ま
での知見 および議論を整理 し、実際の授業観察記録 データと照 らし合わせ なが ら
授業観察 の効果的方法を検討 し、教師成長 を促 す活動 と して教師教育 のなかでの



























①京都橘女子大学(現 ・京都橘大学)の 日本語教員養成課程を修了 し、2002年 度
に台湾の大学へ派遣留学 した5名(以 下、 台湾実習生 と呼ぶ)の 、1年 間の滞在
中 に行 った 日本語 授業 観察 の記録 および帰 国後 のイ ンタ ビュー記録。 この実習生
たちは留学中、日本語学科の正課授業の見学 のほか、 日本語教師のティーチ ング ・
アシスタン ト、正課外 で行 われる 日本語授業 の担当 などの活動 を行 って いた。当
時、筆者 はこの実習生 たちの指導教員 で、 これ ら各活動 につ いてで きる限 りダイ
ア リを書 いて提出す るよ う伝 えてあ った。
②同志社女子大学の2006年 度春学期 「日本語教育理論 と実習」科 目受講生(以 下、
受講生 と呼ぶ)の 、模 擬授 業録 画 ビデオの観察記録。12名 の受講生 は主 に日本語
日本文学科の3年 生で、1名 を除 き日本語教育経験 は全 くない。
1授 業観察をめ ぐる先行研究
授業観察の教師教育におけ る積極 的位 置づけを支持す る研究 を概観す ると、大
き く分 けて2っ の方向性 があ る。
1っ は、授業の観察者 が実 際に何 をどのよ うに観察 して いるかを分析対象 とす
る研究で ある。丸山(2002)は 日本語教育実習生 による他 の実習生の模擬授業の
観察記録を分析 し、 日本語教育未経験 の学部学生 の段階か ら、技術面 にお いて は
す で にか な り豊 富 な評 価 の観 点 を持 ち合 わせ て い る と報 告 して い る。 佐 藤
(1997)の 研究 は、授業観 察を教師 の 「実践 的思考様式」 を と らえる手段 として
活用 した もので、 熟練教 師 と初任教 師による授業観察過程の思考であ る授業 ビデ
オのオ ン ・ライ ン ・モニ タ リングの発話 プロ トコル を数量的 ・質的 に比較 し、両
者 間 に見 られ る思 考展 開の違 いを明 らかに して いる。差異の特徴 として挙げ られ
てい るの は、熟練 教師の ほうが 「よ り豊 かな内容 をより活発 に思考 してい る」 こ
と、よ り多元的な視点 を持 っている こと、初任教師 には見 られない授業展開や学
習 とい う文 脈 に即 した思考 を行 っている こと、 当該授業の中核的問題の探求 ・構
造 化を行 ってい ることなどである。 また赤堀(2004)は 、大学の 日本語教員養成
課程修 了生 がテ ィーチ ング ・ア シス タン トと して台湾 の大学 に滞在中に行 った授
業観察 の記録 を分析 し、観察者 の記述 に見 られ る特性や変容を見出 してい る。複
数 の教員の授業 を連続 的に観察 した記録 を週 に1度 指導者 にメールで送 ってオン ・
ライ ン ・メ ンタリングを受 ける形 で進行 した授業観察記録か らは、指導者の コメ
ン トを受 けて思考の仕方 や深化 の度合 いが変化す るなど、 メンタ リングの作用 も
窺え る。
先行研究の もう1っ の方 向性 は、教育実習 の一貫 と して、 あるいは教師成長に
資す る活 動 と して授業観察 の方 法や効果 に言及す る もので、 日本 語教育学会 編
(1995)、 岡崎 ・岡崎(1997)、 中川(2004)、 横溝 ・迫 田 ・松崎(2005)、 横溝 ・
川 口(2005)な どが ある。だが、 これ らは授業観察 の臨床研究 ではな く、例えば
日本語教育 や教育実習のハ ンドブック的要素が大 きい著書 のなかで、教 師と して
の経験知 に基 づ くア ドバ イスや、教師の成長パ ラダイムの根幹 をなす 「内省」の
授業観察活動 への適用 の提案 という形で記述 されてい る。観察者 が実 際に何 を観
察 し、 どう思考 を展開 しているか を、授業観察の方 法論 や効果 と関連 づけて検討
する ことを中心課題 とした研究 は管見で は見当た らないが、 これ ら既存 の知見が
























2.1「 観察者」 とい う立場 の有利 さ
授業 の成員 は、学習者 と教師であ る。観察者 は荒 っぽい言 い方 をすれ ば教室へ
の闖入 者 で あ り、 授 業 の進 行 そ の もの と は直接 的 に は関 わ りを持 た ない。
Wajnryb(1992)は 「教 師 は授業 の 目標や進行、 各種管理 に没 頭す るあま り、
授業 中に起 こる学習 やインターアクシ ョンの様相 を観察す る ことが」十分 にはで
きないが、「観察者 の立場 にあれば こうした事柄か ら解 き放 たれてい るた め、実
際の授業計画か ら離 れた、教師 とは異 なる観点で授業を見 ることがで きる」 とし、
第三者 の立場 にある ことに意味 を見 出す。授業を見 る視点 には授業者 ・学習者 ・
観察者 の3っ があ り、 この うち授業者 と学習者 は、実際にその授業 の成員 である
がゆえ にその立場 を離 れた視点 が持 ちに くいが、第三者であ る観 察者 は時には自
身が授 業者あ るい は学習者 であると想定 し、 それぞれの視点か ら授業 を観察する
こともで きるだ ろう。観察者 は自 らが学習者で あった経験を十分に持っ場合がほ
とん どで あるため学習者 の立場 か ら授業 を見 ることもで きるし、 また事前 に学習
によ って得 た教師や教授技 術に関わ る知識 を活 か して、教師の視点で授業を眺め
























どの ような立場で観察 していたか」 と質問 したと ころ、 「教 師が指示を 出 してい
るときは教 師の立場 にな り、学習者が作業 して いるときは、学習者 の立場 にな っ
て観察 していた」、「教師側で あったり、学習者側であ った り、 いろいろ」 とい う
意見 が聞かれたほか、授業観察記録 には、普段 は第三者 の立場 で教 師の指導方法
やイ ンターアク ションを見て いたが 「日本語を勉強す る学習者 として先生 を見」
ることで教 師の言動 の効果 に気付 いた という記述 も見 られる。小笠原他(2000)
は指導者 ・実習生 ・学習者 ・見学者 という立場を異にする授業評価者 の評価観点
の広 が りや違 いを調べ、「見学者」(本 稿で いう実習生、観察者 の立場 にある者)
の観点 が数 ・内容共 に最 も豊かで ある一方、他の三者は観点 が少 ないことを明 ら
か に してい る。「評価」 と 「観察」 で は授業 を見 る目的 ・態度 が違 うという点を




2.2教 師 の成長を促 す 「学習 ッール」 としての授業観察
Wajnryb(1992)は 、教員 養成 コース中の授業観察 の段階 を、 言語習得 にお
ける沈黙期 になぞ らえ、 そのなかで見 聞 きし、観察 ・思考 ・分析 した ことは学習
に影響を与え ることにな るとす る。 さ らに、授業 の観察力 は教師 と しての分析能
力、っ まり内省力 にっなが るとした上 で 「授業観察 は練習を通 して学習 し、向上
させ ることので きるスキルであ り」、 「鋭 い観察 によって無数の共時的経験のなか
か ら選 び出 した り発見 したり し、 それ らに優先順位 をっける能力は、指導 ・練習 ・
学習 ・向上が可能 なもので ある」 と述べ、授業観察を教 師の成長 を促す 「学習 ッー
ル」 として積極 的に活用 することを主張 して いる。
ここで、授業観察 を通 して内省力 の向上が期待で きるとい う点にっいて考 えて
お きたい。岡崎 ・岡崎(1997)で は、「職業 的能 力」 の形成 と専門性 の向上 の基
とな る 「内省 サイ クル」 を支 える職業的知識 を 「受容 された知 識」 と 「経験 的知
識」 とに分 けている。「受容 された知識」 は 「机上の学習 によ って得 た知識」 で、
「経 験的知 識」 は 「実践 を通 して獲得 され、 さ らに内省 され る機 会を得 た知識」
であると説 明されており、後者 はシ ョー ンの 「反省的実践家」 モデルにおいて 内
省力 との関 わ りが言われ る 「実践的知識(practicalknowledge)」 と呼 ばれるも
のに一致す ると言 えよう。 この枠組みで言えば、授業観察 で得 られる知識 はどの
よ うな性質 の ものと して蓄 え られ ると言え るのだ ろうか。 これは、授業観察 をど
のよ うな タイ ミング、段階で行 うか によって異な って くるよ うに思 われ る。
授業観 察が教育実 践未経験 の段階 のもので あれば、授業中 に観察され る事柄 を
自らの問題 と して捉 えに くい。 そのた め、単 に 「見 る」 だ けの授業 観察 な らば
「受容 された知識」 によ り近 い形 で実習生(観 察者)の 中 に蓄積 される可能性 が
高い と考 え られ る。ただ し、現実 に眼前 で繰 り広 げ られ るものを観察す るのだか
ら、文字 や講義か ら得 られ るいわゆる机上 の知識 よ りも印象 に残 りやす いとい う
利点が ある。 ちなみに ここで注意 が必要 なのは、観察 した事柄の'誤読"の恐れで
ある。何 をもって誤読 とす るか は簡単 には述 べ られない し、先述 のように観察者
には各様 の理解が あってい いの は確かだが、先行研究 において観察後 の授業者へ
の質問や報告、他の観察者等 との討論 とい った活動 が重視 される理 由は ここにも
あろ う。
授業観察 とい う活動 を、 日本語教育実践を経験 した後 で行 う場合 はど うだろう
か。教 師 として授業 に臨ん だことが あれば、授業者 の立場 に擬似 的に身 を置 いて
みた り、 自身が課題 として いることに観点を据えた り、 自らの授業 と照 らし合 わ
せた りしなが ら見る ことが できることが、以下の台湾実習生の観 察記録 中の記述
か らわか る。
A先 生 は授業 中によ く雑談 をす る。 そ していっ も学習者を笑わせ、和ませ
る。 これ は、一 度 シー ンと張 り詰 めた空気 を変え る役割 もあるだろ うし、 み
んなの興味を引 きっけ もっと楽 しい授業 に したいか ら、 そ して先生 自身 もお
も しろい話をす るのが好 きで、 お互 いにとって少 しの息抜 きや緊張 をほぐす
ため とも考え られ る。 私 も授業 の合 間や始 める前 に雑談 をす ることがあ る。
それ は今書 いたような役割 がある と思 って、話 して いることが多 い。いっ も
授業 を始 める前 には何かち ょっとした ことで も話す よ うに して いる。そ うす
る ことによって私 も学習者 も授業に入 る前 の準備体操 を していることにな っ
て、授業 の空気が作 りやす くな る。
こ うした記述か ら、教授経験の ある者 であれば眼前 の授業 で観察 されたことか
ら自身 の経験 や疑問 を想起 し、観察 した ことと自 らの経験 の両方 を材料 に して思
考 を展 開する ことがあることが窺 い知れ る。っま り、実践経験 があればそれだけ













































しくはそのよ うに想定 して考 え られ るとい うことであ る。 この点 で、観察 と内省
を通 して得 た知識 は、 内省力 の向上 という点でよ り重視 され る 「経験的知識」 に
近い知識 と して蓄積 されると考えて よさそ うであ る。ただ し、授業 はあ くまで も
疑似 体験 に止 ま り、 自己の実践 とは言えな いため、「経験 的知 識」 と全 く同質 の
知識 として蓄積 されるか ど うか は定かで はな い。
いずれにせ よ、授業観察 をす るなかで どれだ け内省で きるかによ って観察 の効
果 や質 は違 う可能性 が高 く、 その ため授業観察の方法には吟味 が重要だ とい うこ
とがわかる。
3授 業観察の方法 とその指導
教育実習 の一貫 として の授業観察の有効 性を高あ るためには、 ど う観察 させ る
とよいのだろ うか。授業観察で期待 され る質や効果 は、先述 のよ うに授業観察 を
行 う時期 のほか、誰 の授業 を観察す るのか(実 際の授業 か模擬授業か、 ベテ ラン
教 師の授 業か、同僚 の授業 かなど)、 複数の教師 の授業 を観察 す るのか連続 して
同一教員 の授業 を見 るのか、観察 は1回 のみでよいか複数回行 うのかな どによっ
て、 その あ りよ うは様々で あろう。また、事前 に観察 のポイ ン トを前 もって与 え
るか どうか など、 どのような事前指導を行 うかによ って も大 きな違 いが あると考




授業観察を させ る際に、 事前にどのよ うな指導 をどの程度行 うか は授業観察の
質を左 右するポイ ントの一 っのようである。最初 に考慮 しなければな らないのは、
授業観察 はその授業を評価 す ることを目的 とす る ものではないことを十分認識 さ
せ、その うえで授業観察が受動 的かっ漫然 と した ものに終わ らず、 自由 に思考を
繰 り広げ られ る内省の場 として有意義 に活用 できるよ う主体的 に臨 ませ るにはど
うした らよいか とい うことである。
川 口 ・横 溝(2005)で 示 されているとお り、授業観察 に臨む にあた り最 も大切
な ことは、授 業 はその 「担 当者 のエネルギーと努力 の結集であ り、大切 に取 り扱
われ るべ きもの」だ とい うことをまず念頭 に置 くことであ る。観察者 の ビ リー フ
を基 に安 易 に授業 や教 師 にっ いて良 し悪 しの判断 を下 す こ とは慎 み 、 「Non一
evaluativeな 態度」で観察す るよう事前 に指導す る必要があ る(川 口 ・横溝、前
掲)。 その うえで、 「Non-evaluativeな 態度」 を とりつっ も批判 的に観察 す ると
は どういうことかを具体 的に指導す るべ きだ ろう。授業中にあ る事柄 に着 目 した
時に良 し悪 しの判断を保留 しなが ら批判 的に見 るというの は、着 目した事柄 にっ
いて 「なぜ そうなのか」 や 「ではど うした らよいか」 を考え ることで ある。 どう
して教師または学習者 がそのような言動 を見せ たのかあるいは見せなか ったのか、
なぜそ のよ うな事態が生 じたのか、 ど うしてその言動が正負 いずれ の意味で あっ
て も引 っか かるのか、予想 と異 な る反応 が学習者 か ら見 られ たの はなぜ かとい う
ように、状況 に応 じて 「その授 業の教室活動 の中での位置づ け(川 口 ・横溝、前
掲)」 を把握 したり、学習者 や教 師に とって のその授業 自体 の物理 的 ・心理 的位
置づ けや学習者 の属性等に照 らした りして、 顕微鏡 と肉眼、望遠鏡 を自在 に使 い
分 けるよ うに して 「なぜそ うなのか」を考え る。そ して、 もし自分 がその教 師な
らど うしていたか、 どう した らそ こで マイナスの結 果を回避 し、 よ りよい結果 を
期待で きたかなどと 「代案」を考え る。 こうした ことを実例 を示 しっっ指導 する
ことによ り、観察 時の評価的態度 を回避 し、内省を深める方法 を身 に けられ るよ
う導 くことがで きるので はないだ ろうか。
なお、 このほか、観察 に臨む に際 して教室で慎むべ き言動 や授業担 当者への礼
儀 に関 わる言動について具体的に指導 してお く必要 があることは言 うまでもない。
これは学習者に とっての学 びの場で ある教室や、授業 に傾 けられた教師の努 力、
さらに は自 らが携 わ ることになる教育 とい う仕事への尊重の念を育 て ることにも
っなが る。 また、担 当教師の理解 と協力 のうえに成 り立っ授業観察 とい う活動が、
その授業 の担 当教師 には 「ス トレスの多 い経 験(Randall&Thornton,2001)」
であ ることを考えて も、教 師の協力 を得 て授業観察 を教師教育 に積極的 に活用 し
てい くために重要な点 といえる。
3.2観 察 ポイ ント
台湾実習生 たちと、その中の一 人が台湾 の大学 で正課外で行 った 日本語授業 を
共 に観察 したことが あった。その後の リフレクションでは、授業観察 中に筆者 が
頻繁 に メモを取 って いたことにっ いて、「何を そん なにメモす る ことが あるのだ















































のよ うな発言か ら考え られ ることは、 どのよ うな ことに着眼 しそ こか らどのよう
に思考 を展 開できるか ということにっ いて、実習生 たちは この時点 ではまだ十分
な視点 と思考方法 を備えてお らず、授業観察を内省 の場 と して活用 しきれていな
い可能性 があるということで ある。
3.2.1観 察 ポイ ン トを示 され ない授業観察 の例
日本語教育 の知識面で も実践経験面で もこれ ら実習生 よ りも教 師 としての成長
が進 んでいないと想定で きる、 日本語教員養成課程科 目を履修 中の受講生が、 ビ
デオ録 画された授業を実際 にどう観察 していたかを見 てみよ う。 なお、録画 され
た授業 は助数詞を教授項 目とす る初級 日本語の模擬授業 で、視聴 時間は全20分 中
の15分 とした。教師 は同科 目の過去 の履修生 であ る。
日本語教員養成科 目授業の一貫 と して行 った授業 の録画 ビデオの観察 は、受講
生 たちに授業 の観察方法の説明 も着眼点 も知 らせずに観察 させた場合何 をどう見
るのかを調べ るた め、事前 に授業観察 にっいての指導 は全 くしなか った。受講生
には最初 に記録用紙 としてA4サ イ ズの白紙 をそれぞれが必要 な枚数 だけ渡 し、
まず各 自観察記録が しやすい ように自由 に 「観察 シー ト」 を作成 させてか ら観察
に臨 ませ た。 その結果、12名 の受講者の うち3名 は授業活動 の大 まかな流 れを記
録す るに止 まってお り、5名 はそれ に1、2点 の気付 きや感想が記 されていた。
他 の3名 は 「話 し方」、「態度」、「雰囲気」、「問題点」、「工夫点」、 「ポイ ント」 と
いった項 目に分 けて作成 された観察 シー トにそれぞれ数点ず っ書 き込ん でお り、
もう1名 は項 目に分け ることはせず、気付 きや感想 を、思 いつ くまま記入 してい
くという方法を とっていた。気付 きの記 述内容(表1を 参照)を 見 てみると、受
けた印象 や観察 された断片 的事 実の指摘、それ らに対す る一般的基準 に照 らして
の 「よい」 もしくは 「問題 あ り」 との評価 が大半 を占めて いた。
指摘 の対象 は、 ほとん どが教 師の技術面 に対す るもので、学習者 の様子や反応
へ の言及 はほとん ど見 られない。 また授業活動 の流 れのみを記録 していた受講生
はもちろん、気付 きを書 き込んでい る受講生 も、 目はほぼ教師 の言動や指導技術
のみ に向 け られていた。 このほか、 授業全体 を見渡す 巨視的視点 も欠 いてお り、
佐藤(1997)で も 「実践 的思考様式 」を形成 して いる熟練教師 とそうで なない初
任教師 との違い として指摘 されてい るよ うに、 それ ら事実や印象、問題 を文脈化
表1教 師の指導技術面にっいての受講生の記述
・授業 の進むス ピー ドがテ ンポよ くい く。
・テ ンポがよか った。
・テ ンポの アップ ダウンが激 しい。
・学 習者がた とえ上級者 であ っても進度 が速 い し、淡 々としてい る。
・具体的な ものをた くさん使 って数 えさせているので覚えやす いと思 う。
・アメ など、学習者の気 をひ くよ うな物 を使用。
・あめ玉、 カー ドな どを使 うことで、意識 を集 中させ ることがで きてい る。
・もう少 し口に出 して練 習 して もいいのではないか。
・絵な どのカー ドな どをた くさん使 ってい る。
・楽 し く練習 した後、テキス トを使 う。
・学習 者 は教師 の質 問に答 えていただ けだが、質問 も答 え も学習者が して もいいので
はないか。
・その教科書 にないものを使わせ るところがよか った。
・自分 で考 えさせ る問題が、教科書だけの内容に とどまっていな くて よかった。
・数 え方 によってそれぞれ 「これは何 ですか」 と聞 いていて今 まで習 った と思 われる
ものを使 っていてよか った。
・一通 り終 わ った後、学習者 に例を出 させ る。
・問題 を解 いた後 の開設 は省略?一 人一人確認す る点はいいと思 う。
・練習 した ら発表 するので、 ちゃん とみん な一っ一 っできてい っている。
・今か ら勉強 す る内容を言 って、最 終的 に何が できるよ うにな るのか的確に示 した方
がよい。
・は じめ、飴 を袋か ら出 して い く時、 なぜ 「1っ 、2っ ～」 と言 ったのか?な ぜ学 習
者 はrepeatし なか ったのか。
・どうい う物 に どういう単位 をっけ るのか を考 えさせ るの は良 いと思 う。正解 ばか り
がでていたが、間違 った時 はどうす るのか。
・テキ ス トを使 った後、す ぐに次 の問題 にいったので、 何 も しな くて も、な ん らかの
評価が必要。
・黒板 も使 った ほうがいいよ うな……。






















し関連づ けて思考 し、その授業 固有 の問題 を発見す るような思考パ ター ンは見 ら
れ ない。
もちろん、記述 された内容 は実際の思考 のすべてを反映 して いるわけではない
だ ろう し、 内省 を文字 に表す時間が十分ではなか った こと も差 し引か なければな
らないが、今 回のよ うに観察 ポイ ン トや内省の方法 を示 されることな く観察 した
場合、観点 が限 られた範囲、主 に教師の指導技術 に集 中 して広 い視野 を持 てない
可能性 があ ること、眼 に見え るもの ・聞 こえ るものを中心 とした具体 的な事柄 ・
言動の観察が大半を占あ ること、観察事項にっ いての思考は一般的評価 にとどま っ


























うことがわか った。 日本語教育の実 践経験がない段階で授業 観察 をさせ る場合は、
どのよ うな点 に目を向けるか、着 目 した点 にっ いて どのよ うに思 考を展開させて
い くとよいかにっいての指導 はやは り必要 なようであ る。
3.2.2観 察 ポイ ン トの示 し方
川 口 ・横溝(2005)は 、授業観察 を 「構成的な もの」 と 「構成 的でない もの」
とに分 けている。「構成的で ない もの」 とは、「大切だ と思 われる ものは何 で も書
き留 めてい くタイプの授業観察」 で、幅広 く観察で きる柔軟性 がある点 はメ リッ
トだが、逆 にそれによ り 「大切 な点 を見逃 して しまう可能性 があ る」 とす る。一
方、 「構成的 な もの」 とい うの は 「予 め作成 された観察 シー トに基づ いて進 め ら
れ る授業観察」 のことで、重要 なポイ ン トの見逃 しが少 な くなる と述 べ る。
Wajnryb(1992)で は、 学習者 や教師、教 材な どに各種 観点 か ら焦 点 を当 て
て授 業を構成的 に観察 させ るさまざ まなタスクが紹介 され、 「タスクベースの経
験 の重要性」 にっいて は、次 のよ うに説明 してい る。教室で行 われる授業 のなか
には観察対象 となりうる出来事が多数発生す るうえ、原因 と結果 の関係 がす ぐに
は見 えてこないような潜在的 出来事 も含 まれ る。そ こで、例 えばあるタイプの質
問だけに耳 を傾 けさせ るよ うなタスクを与えて観察 させることで観察対象 の範囲
を制限 し、 またデータ収集 という行為を行わせ ることで 「その授業 の問に意見 を
まとめたり即座 に評価を下 したりす る」 ことか ら観察者 を解放 し、判 断や解釈 は
データ収集が完了す る授業 後にデータを基に行 わせ る。 このような方法によ って、
授業観察 を成長 のための ツール と して機能 させる ことがで きるとす る。 また、 タ
スクは個人的作業であ り自律的学習の場を与 え、 回答 を最初か ら与 え られること
な く自分で デー タを基に探求や発見 がで きるたあ、養成に携わ る者 は こうしたッー
ルの提供 により内省的実践 者 としての成長 を支援 できると述べ る。っ ま り、 タス
クという形で観察の観点 を与え ることで 自律 的学習 をより確実 な形で促す ことが
で きるため、教師 としての成長 を支援で きるというわけである。村岡(1992)の 、
「問題の定義能力(=メ タ認 知能 力)」 獲得 が 「他者 の視点」 によ り促 され る可能
性が あるとい う指摘 も、観 察 ポイ ン トを他者 である指導者が示す ことを支持す る
といえよ う。
観察のポイ ン トをど う提 示す るか は授業観察 の仕方 に大 き く影響を与え る要素
で あ り、 吟味 の必要 な点で あろう。川 口 ・横溝(2005)で は構 成的授業 観察 の方
法 をさらに以下の3っ に下位分類 しているが、 いずれの方法に もそれぞれに適否 ・
長短 があ りそ うであ る。
(1)観 察 ポイ ン トそれぞれ にっ いて点数 を記入す る形式
(2)教 室内での出来事(観 察 ポイ ン ト)が 起 きた回数 を記入す る形式
(3)観 察 ポイ ントについて気付 いた ことを自由記述 して い く形式
まず(1)の 観点 を示 して その ポイ ン トにっいて点数を記入 する とい う方法だ
が、本来 は評価 目的で はな くて も、 「採 点」 という手法 を取 る ことで どう して も
評価的視点 が入 り込む恐れがあ る。実習生 の授業観察 には、他者 の授業 を評価す
るとい う目的はな く、 そのような視点を育てて しま うことは先述 のよ うに逆効果
で もあ る。 また、 この方法で は点数をっ けることが第一 目的 とな って、判 断を下
した後 に思考を巡 らせることが二 の次 になって しま う可能 性 も高 い。 よ って、教
員養成 の一貫 としての授業観察活動 よ りも指導者の立場にあ る者が評 価 目的に観
察者 とな るような場合にふさわ しい方法 といえ る。
(2)の 観察す る事柄 を指 定 しその発生回数 を数 える方 法は、川 口 ・溝 口(前
掲)で 述べ られて いる通 り 「出来事 が起 きた回数 をまとめて表す ことで、行動パ
ター ンを明 らか にす ること」が期待 で きる。 日本語教育学会(1995)に は、「発
話の矢印 チャー ト」や教師 と学習者の発話 や行動を分類 した観察 シー トを用 いて、
教師 と学習者 ・学習者 同士のや りとりの回数 を記録 する方法が紹介 されている。
その中 で これ らが 「チェ ックシー ト」 と呼ばれてい るよ うに、 この計量 的手法 も
実習生の段階よりは、む しろすでに教師 として教育実践を行 って いる者 のアクショ
ン ・リサーチのための観察、 あるいは集団 リフレクションを前提 とした相互授業
観察活 動の場合に適 しているといえよう。教育実践者が、 自己あるい は他者 の授
業 の改 善を 目的 として、自己 ・他者 の行動パ ター ンを知 る上で有効な方 法だか ら
であ る。
一方、教育実習生 のよ うに教育実践 が皆無か ほとん どない者 に構成的授業観察
を行わせ るな らば、(3)の よ うに観察 ポイ ン トを複数示 し、それぞれ にっ いて 自
由記 述 させ る方法 が最 も適 して い るので はない だろ うか。 横溝 ・迫 田 ・松 崎
(2005)で 紹介 されている教育実習 の一貫 としての授業観察指導 はこの方法 をとっ















































「観察 シー ト」 に記入す るとい うもので、 シー トには 「教 師の発話 」、「教師 の行
動」、「教材 の使い方」、「クラスルーム運営(教 師 と学習者/学 習者同士 のインター
アクシ ョン ・雰囲気作 り等)」、「教室活動 の流れ ・つ なが り」、 「その他気付 いた
ところ」、「よ く分か らなか ったところ」、「全体的感想/コ メ ン ト」 とい う項 目が
挙げ られ、授業 中に 「良か ったところ ・自分な らこうするん じゃないかと思 った
ところ」 の両方 を必ず探す よ う指示 され る。 このよ うな方法 が実習生 の段階で の
授業観察 の方法 と して適 して いると考え る理由は、 まず点数 をっ ける方法 と異な
り評価 的態度 になることが避 けやす いためである。 また、観察 の焦点 を絞 りす ぎ
る ことな く、広範な視点を持たせ ることもで きる。特定 の出来事 にっ いて回数を
数 えるよ うな忙 しい作業を しないため、 じっくり観察 し考え る余裕 も確保で きよ
う。 そ して何 より、 自由記述 は形式が指定 されないため、 自己の内省 を自由 に書
き留 めるには最 も適 してお り、 その作業 を通 して内省力を高 めることが期待で き
ると考え られ る。
ただ し、確かに構成 的観察方法 な らば授業 のどういう点 に 目を向 ければよいか
が予め示 されてい るたあ授業 をただ漫然 と見 ることはな くな る し、 特定の事柄 に
っいて実際のデー タに基 づいた思考 を巡 らせ ることが可能 にな るが、その反面、
示 された観察 ポイ ン ト以外 の部分へ の着眼や発見が制限され る恐れがあ る。記入
すべ き項 目が列挙 されて いると、 それを埋め ることに気 を取 られがちになる可能
性があ るためである。提示 され た観察 ポイ ント以外 に も目の付 けど ころはあるこ
とを強調 した り、構成的観察 と構成的で ない 自由な授業観察 とを組 み合わせ るな
ど、 なん らかの工夫 を加 え られれば より実 りある活動 にな りそ うで ある。 まず構
成的 な観察方法 をとるか どうか、 また、構成的授業観察で も具体的 にいか なる方
法を採用す るかは、授業観察 の目的 や位置づけによって選択 して いくべ きであり、
いず れの方法 をとるに して も、その短所を埋 め合 わせ る工夫 を施す余地 はあると
いうことだ ろ う。
3.2.3内 省を促 すために
観察 ポイ ン トを与 える ことの有効性 と、 そのもっともふ さわ しい提示 方法にっ
いて検討 して きたが、最後 に、単 に観察上 の着眼点を示す タス クを実施 す るとい
うだ けでは実 習生 の内省 の促進 が保証 されるとは言いがたいのではないか とい う
点 にっいて検討 を進 めてみ たい。Wajnryb(1992)の 言 うよ うに授業観察 が練
習 によりそのスキルを磨 け るものだ とすれば、教育実習生 の段階で の授業観察の
タスクは、継続 して行 う 「練 習」 として何度 も行 う必要が あると言え よ う。授業
の見方、 内省 の仕方を身にっ けさせ るには十分 に練習す る場 を与 えるべ きで、実
際の授業 の観察機会 を継続 して得 るのが困難 であれば、例 えば複数 の授業録画 ビ
デオ の観察 で もよ く、観察記録や観察後の共 同 リフ レク ションで も、 それを何度
も繰 り返 し行 うことで内省を引 き出せれば、内省力を着実 に身 にっけさせること
がで き ると考 え られる。赤堀(2004)で は、内省の際の観点 や方法 を説 明 した後
に実 際に振 り返 りの練習、観察記録への フィー ドバ ックなどの指導 をす ることに
よ り、観察記録 の記述量が確か に増え、質的に も豊かにな ったが、授業観察 の回
を重 ね ることで も量 的質的変容が見 られ たと報告 してい る。
また、授業観察にメ ンタ リングの手法 を取 り入 れることも有効 だと考 え られ る。
改めて述べ るまで もないが、 メ ンタ リングは反省的実践家の育成 に重要 な 「行為
の中の省 察(reflection-in-action)」 を 引き出 した り、促進 させた りす るこ とに
よ り教師成長を支援 する ものと して評価 されっっ ある手法であ る。 メンター との
や りとりを通 して観察過程 における気付 きや発見 にっいて さらに掘 り下 げた り、
























本稿で は、授業観察の効果を高め る方法 を示 す ことで特 に教員養成段階で積極
的 に位置 づけるため、 日本語教育経 験の浅 い実習生 の実際 の授業観察記録 に見 ら
れ る記述 を参照 しなが ら、まず教室におけ る観察者 と して の立場 の有利 さや・授
業観察 か ら得 られる知識の性質にっいて考察 する ことで、授業観察 の有効性 にっ
いて述 べた。 その上で、 日本語教育経験のない段階では、観察 ポイ ン トを示 され
ず に授業 観察 を行 うと限 られ た視野 しか持てなか った とい う調査結果か ら、観察
ポイ ン トを与 え るこ とは視野 を制限す るよ りはむ しろ幅を広 げさせ る可能性が高
いとい うことを明 らかに した。 ただ し、内省力を高 め教 師 として成長す るための
学習 ッール としての授業観察 の効果を確かな もの とす るためには、十分 な事前指


























か せ ず 、 ま た繰 り返 し授 業 観 察 活 動 を行 う こ と も重 要 で あ る とい う こ と に も言 及
した。
以 上 の よ う に、 授業 観 察 の最 大 の 目 的 で あ る内省 力 の 向 上 を 確 実 な もの とす る
に は、 ただ 授 業 観 察 の機 会 を提 供 す る の み で は足 り な い。 授 業 観 察 の 有 効 性 を 高
め る方 法 に は まだ 開発 の余 地 が あ る は ず で、 特 に、 継 続 的 授 業 観 察 活 動 へ の メ ン
タ リ ング の導 入 に よ って、 内省 力 向上 を ど う支 援 で き るか とい う点 にっ いて は、
今 後 の 課 題 と した い。
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